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酢酸オクトレオチ ドによ りカルシトニン分泌が抑制された










































































オクトレオチド （50μ g, 100 μg，および200μg)
の皮下投与を行ったところ，血祭CT濃度はいず
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図 画生酸オクトレオチド負荷によるカルシトニン分泌抑制l試験
酢酸オクトレオチド （50ρg, 1(ぬμg，および200μ g）の皮下投与
により， 血祭CT濃度はいずれも 60分以内に，それぞれ前値の83












月間に前値の47% , 52 % , 81 %に減少したこと
を報告している．我々は本症例の術前に酢酸オク
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血紫 CT値は術後 1週間で 80pg/mlとなり，正
常化した. 1992年5月現在では再発を認めてい
ない．
本症例は数々の身体的特徴を示した MEN2 B 
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